
    

　
20
世
紀
文
明
の
綻
び
は
、「
失
わ
れ
た
90
年
代
」
を
通
し
て
あ
ち
こ
ち

に
見
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
遭
遇
し
た
「
大
不
況
」
は
、
大
量
消
費

型
生
活
様
式
の
根
底
か
ら
の
見
直
し
を
否
応
な
く
迫
っ
て
い
る
。 

　
戦
後
の
住
ま
い
は
、
公
共
住
宅
の
供
給
に
先
導
さ
れ
て
大
き
な
変
貌
を

遂
げ
た
。
そ
の
成
果
は
大
き
い
が
、
今
日
、
そ
の
供
給
シ
ス
テ
ム
が
疲
弊

し
、
時
代
の
動
き
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
確
か
だ
。
住
ま
い
の
近

未
来
像
を
模
索
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
団
地
は
ど
う
再
生
す
べ
き
か

考
え
て
み
た
い
。 

      

　
公
営
・
公
団
・
公
庫
を
３
本
柱
と
す
る
公
共
住
宅
供
給
シ
ス
テ
ム
は
、

高
度
成
長
期
の
未
曾
有
の
住
宅
需
要
に
応
え

る
べ
く
ス
タ
ー
ト
し
、
巨
大
な
住
宅
ス
ト
ッ

ク
を
紡
ぎ
出
し
た
。
そ
の
ス
ト
ッ
ク
は
、
２

０
０
５
年
の
時
点
で
、
公
営
住
宅
２
１
９
万

戸
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
（
旧
・
公
団
住
宅
）
77

万
戸
、
公
社
住
宅
14
万
戸
に
、
そ
の
他
の
政

府
施
策
住
宅
を
加
え
て
約
３
４
０
万
戸
に
及

び
、
わ
が
国
の
賃
貸
住
宅
全
体
の
約
20
％
を

占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
住
宅
は
、「
不
燃
化
」、「
土
地
利
用

の
高
度
化
」
の
掛
け
声
の
も
と
、
一
団
の
集

合
住
宅
が
、
一
定
の
環
境
水
準
を
備
え
た
「
団

地
形
式
」
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
る
。
日
本
の
団
地
建
設
を
常
に
リ
ー
ド
し

て
き
た
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
、
建
設
年

代
別
に
住
宅
団
地
を
比
較
す
る
と
表
１
と
な

る
。
大
量
供
給
が
集
中
し
た
昭
和
40
年
代
で

は
、
１
団
地
当
た
り
の
戸
数
が
８
０
０
戸
台

に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

住
宅
団
地
づ
く
り
の
帰
結 

は
　
じ
　
め
　
に 

表1

出典） 国交省資料

団地規模

住戸規模

家　　賃

立　　地

昭30年代

414戸/団地
39.2 m2/戸

41,500円

昭40年代

842戸/団地
45.5 m2/戸

48,000円

昭50－54年

470戸/団地
52.7 m2/戸

67,000円

昭55年以降

257戸/団地
69.4 m2/戸

101,600円
都 心 回 帰

建設年代別ＵＲ団地の特徴

郊　　　外　　　化
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一
団
地
で
数
千
戸
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
Ｕ
Ｒ

全
体
の
平
均
戸
数
は
４
２
５
戸
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

今
日
の
供
給
水
準
に
照
ら
す
と
結
構
な
量
の
戸
数
と

言
え
よ
う
。
昭
和
55
年
以
降
は
都
心
回
帰
が
増
え
、

高
層
化
が
主
流
と
な
り
、
団
地
規
模
は
か
な
り
コ
ン

パ
ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。 

　
全
国
の
公
営
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
平
均
居
住
者
像

を
概
括
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
の
表
に
、
現

在
の
公
共
賃
貸
住
宅
の
抱
え
て
い
る
基
本
的
な
問
題

点
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
両
者
と
も
昭
和

40
年
代
以
前
に
建
設
さ
れ
（
す
な
わ
ち
築
後
ほ
ぼ
30

年
以
上
）、
こ
れ
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
い
し
建
て
替

え
が
必
要
と
な
る
住
宅
が
約
４
割
に
及
ん
で
い
る
こ

と
だ
。 

　
い
ま
一
つ
は
、
世
帯
主
65
歳
以
上
の
住
戸
が
３
割

前
後
を
占
め
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

加
え
て
少
子
化
も
注
目
さ
れ
る
。
発
足
直
後
の
公
団

団
地
は
、
夫
婦
は
30
歳
台
で
、
子
ど
も
が
５
歳
未
満

の
核
家
族
が
ほ
ぼ
７
割
を
占
め
る
「
希
望
の
島
」
で

あ
っ
た
が
、
今
の
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
は
、
５
歳
未
満
の
子
ど
も
が
た
っ
た
５

％
程
度
し
か
い
な
い
。
公
営
住
宅
で
は
、
月
収
の
最
低
カ
テ
ゴ
リ
ー
「
12

万
円
以
下
」
が
７
割
強
で
、
生
活
保
護
世
帯
が
全
住
宅
の
２
割
あ
り
、「
福

祉
住
宅
化
」
が
顕
著
で
あ
る
。
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
で
も
尺
度
は
異
な
る
が
、

収
入
５
分
位
分
布
の
第
Ⅱ
分
位
層
と
第
Ⅰ
分
位
層
を
合
わ
せ
て
７
割
弱

に
及
ん
で
お
り
、
居
住
層
の
「
公
営
階
層
化
」
の
進
行
が
明
白
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
公
営
・
Ｕ
Ｒ
団
地
と
も
に
、
高
齢
で
低
収
入
層
が
集
中

す
る
「
貧
困
の
島
」
の
ス
テ
ィ
グ
マ
（
負
の
象
徴
）
を
刻
印
さ
れ
か
ね
な

い
。
　 

　
公
共
住
宅
団
地
の
当
面
の
方
向
と
し
て
、
は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
は
、

老
朽
・
陳
腐
化
を
克
服
す
る
こ
と
と
、
世
代
・
収
入
の
多
様
な
層
か
ら
な

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

     

　
文
明
の
転
換
期
に
あ
っ
て
、
住
ま
い
の
未
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は

極
め
て
む
ず
か
し
い
。
し
か
し
、
先
進
国
と
の
住
宅
事
情
の
比
較
を
も
と

に
、
ワ
ン
・
デ
ィ
ケ
ー
ド
く
ら
い
の
日
本
の
住
宅
の
方
向
を
示
唆
す
る
こ

と
な
ら
で
き
そ
う
だ
。 

　
表
３
は
、
国
ご
と
の
統
計
年
度
を
合
わ
す
た
め
デ
ー
タ
は
少
し
古
く
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

２
０
０
０
年
前
後
で

先
進
５
カ
国
の
住
宅

事
情
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。
日
本
の
住

居
状
態
の
問
題
点
と

し
て
、
明
ら
か
に
指
摘

で
き
る
こ
と
が
３
つ
あ

る
。 

①
日
本
の
持
ち
家
の

規
模
は
、
ア
メ
リ
カ

に
は
劣
る
も
の
の

西
欧
の
住
宅
を
凌

い
で
い
て
、「
ウ
サ
ギ

小
屋
」
ど
こ
ろ
で
は

な
い
。
問
題
は
借

家
の
低
い
規
模
水

準
に
あ
り
、
大
目

に
見
て
も
、
西
欧

に
比
べ
一
部
屋
分

は
確
実
に
小
さ
い
。 

現
状
に
見
る
住
宅
事
情
の
基
本
的
問
題
点 

表2

出典） 国交省資料：公営は平成１５年、ＵＲは平成１７年定期調査

公共賃貸住宅の居住者像

住宅ストック戸数

昭和40年代以前住宅

世帯主年齢65歳以上

世 帯 収 入

219万戸
42.7％
31.9％

月収12万円以下 72.6％

公 営 住 宅 

77万戸
54.7％
27.6％

Ⅰ分位,Ⅱ分位 67.7％

ＵＲ賃貸住宅

表3

2001
285,024 
119,117 

25.3 
60.7

167.0 
120.6 
2.39

1,733,600 
418
5.73
72.9

1996
57,936 
23,286 

28.9 
54.3

101.4 
68.3 
2.49

275,227 
402
6.48
84.6

1998
82,037 
53,328 

29.6 
40.9

113.0 
68.9 
1.54

412,784 
412
5.03
81.9

1998
125,860 
50,246 

3.8 
59.8

120.0 
43.8 
2.5

1,266,637 
399

10.06
39.7

アメリカ 

2001
57,341 
25,390 
40.0 
69.3
87.0 
74.0 
2.26

191,714 
443
3.34

132.4

イギリス フランス ドイツ 日　本

住宅事情の先進国比較

注）  １）イギリスはグレートブリテンの範囲     
       ２）戦前住宅率：アメリカは１９４９年以前。ドイツは１９４８年以前。その他の国は１９４４年以前     
       ３）住宅着工戸数は、当該年度の前後3ヵ年の平均値     
出典）アメリカ：American Housing Survey for U.S.２００１.   イギリス：Government Statistics     
        フランス：Annuaire Statistique de La France,２０００.  ドイツ：Wirtschaft und Statistik １２/１９９９    
        日　  本：１９９８年住宅・土地統計調査報告     

調          査          年

総人口（千人）：a

住宅数（千戸）：b

戦前住宅率（%）

持ち家率（%）

平均床面積　持ち家（m2）

　　　　　　借　家（m2）

戸当り人員（人/戸）：a/b

住宅着工戸数（千戸）：c

人口千人当り住宅数（戸）

人口千人当り着工戸数（戸）

住宅平均寿命（年）：b/c
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公
共
住
宅
団
地
の
当
面
の
方
向
と
し
て

は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
は

老
朽
・
陳
腐
化
を
克
服
す
る
こ
と
と
、
世
代
・
収
入
の
多
様
な
層
か
ら
な

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

に
見
て
も

西
欧

に
比
べ
一
部
屋
分

は
確
実
に
小
さ
い
。 

②
日
本
の
住
宅
の
建
設
戸
数
は
、
絶
対
量
に
お
い
て
西
欧
を
は
る
か
に
凌

駕
し
て
お
り
、
相
対
量
（
人
口
千
人
当
た
り
着
工
戸
数
）
に
お
い
て
も
、

ア
メ
リ
カ
を
含
め
欧
米
の
ほ
ぼ
２
倍
と
多
い
。
実
は
、
こ
の
旺
盛
な
建

設
が
粗
製
乱
造
で
、
良
質
ス
ト
ッ
ク
に
貢
献
し
て
い
な
い
の
だ
。 

③
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
総
入
れ
替
え
の
概
念
で
見
た
日
本
の
住
宅
の
平
均

寿
命
は
、
木
造
住
宅
の
多
い
ア
メ
リ
カ
を
含
め
て
も
欧
米
の
半
分
以
下

で
あ
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
戦
前
住
宅
率
で
、
日
本
は

わ
ず
か
数
％
で
し
か
な
い
。 

　
総
括
す
る
と
、
日
本
が
持
ち
家
と
借
家
の
著
し
い
規
模
格
差
を
黙
過
し

な
が
ら
、
寿
命
の
短
い
粗
放
な
住
宅
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

を
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
明
白
で
あ
る
。
廃
棄
物
に
占
め
る
建
築
粗
大
ゴ

ミ
量
の
大
き
さ
に
注
目
す
る
だ
け
で
も
、
住
宅
の
長
寿
命
化
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

      

　
21
世
紀
に
入
り
、
住
ま
い
社
会
が
大
変
動
し
て
い
く
の
と
相
ま
っ
て
住

宅
需
要
の
顕
れ
方
も
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

　
次
の
３
点
が
指
摘
で
き
る
。 

　
い
ち
ば
ん
大
き
な
点
は
、
高
度
成
長
期
以
降
、
堅
調
に
推
移
し
た
新
築

需
要
が
減
退
し
、
既
存
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
更
新
需
要
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
で
あ
ろ
う
。
総
人
口
は
２
０
０
５
年
を
ピ
ー
ク
に
、
す
で
に
減
少
を
は

じ
め
て
い
る
が
、
世
帯
数
も
２
０
１
５
年
ま
で
は
漸
増
す
る
も
の
の
、
そ

の
あ
と
は
減
少
に
向
か
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
（
表
４
）。
日
本
全

体
で
平
均
世
帯
人
員
は
、
２
０
０
０
年
に
２
・
67
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、

２
０
２
５
年
に
は
２
・
37
人
ま
で
低
下
す
る
。
つ
ま
り
こ
れ
か
ら
は
、
世

帯
数
の
増
加
に
伴
う
新
築
需
要
は
全
然
起
こ
ら
な
い
し
、
世
帯
人
員
は
縮

小
気
味
で
あ
る
か
ら
、
床
面
積
増
の
ニ
ー
ズ
も
理
論
的
に
は
起
こ
ら
な
い

は
ず
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
の

住
宅
の
耐
用
年
数
は
平
均
30
年
前
後
で
、
高

度
成
長
期
の
最
盛
期
に
建
て
ら
れ
た
ス
ト

ッ
ク
が
も
っ
と
も
多
い
か
ら
、
そ
れ
ら
の
建

て
替
え
需
要
が
こ
れ
か
ら
旺
盛
と
な
る
。
今

後
は
、
増
改
築
、
模
様
替
え
、
修
繕
な
ど
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
需
要
が
、
新
築
需
要
に
替

わ
っ
て
増
大
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

　
２
つ
目
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
需
要
か
ら

特
定
層
需
要
に
住
宅
需
要
の
中
身
が
大
き

く
変
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
表
４
は
、

そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
て
、
高
度
成

長
期
で
は
、「
核
家
族
」
中
心
で
あ
っ
た
家

族
構
造
が
、
21
世
紀
に
入
り
、「
単
身
者
」

や
「
高
齢
夫
婦
」
さ
ら
に
は
「
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
世
帯
」
な
ど
に
分
解
し
て
い
く
の
が
明

瞭
で
あ
る
。
Ｕ
Ｒ
住
宅
で
は
、
２
０
０
５
年

の
時
点
で
、
２
０
１
５
年
の
全
国
傾
向
を
先

取
り
し
て
い
る
の
が
窺
え
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

日
本
の
ど
こ
よ
り
も
高
齢
化
、
少
子
化
の
傾

向
が
先
鋭
的
に
顕
れ
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

　
こ
れ
ま
で
公
共
住
宅
政
策
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
主
た
る
対
象
と
し
て

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
結
果
と
し
て
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
母
子
世
帯
、
ホ

ー
ム
レ
ス
、
外
国
人
等
の
定
収
入
の
な
い
層
や
住
宅
以
外
に
も
生
活
不
満

を
抱
え
る
層
を
、
住
宅
政
策
の
「
残
余
階
層
」
と
し
て
弾
き
出
し
て
き
た

の
は
間
違
い
な
い
。
格
差
社
会
化
が
強
ま
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
層
は
確
実

に
増
加
し
て
い
く
だ
ろ
う
。 

　
３
つ
目
に
は
、
ハ
コ
（
住
宅
）
需
要
に
替
わ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
（
生
活
）

需
要
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
床
面
積
の
広
さ
、
設

備
の
充
足
、
住
宅
の
堅
牢
性
、
あ
る
い
は
デ
ザ
イ
ン
の
良
さ
な
ど
物
理
的

な
指
標
で
捉
え
ら
れ
る
「
質
」
の
確
保
に
需
要
者
の
目
は
向
い
て
き
た
。

住
宅
減
築
時
代
の
到
来 

表3 住

注）  １）イギ
       ２）戦前
       ３）住宅
出典）アメリカ
        フランス
        日　  本

調        

総人口（

住宅数（

戦前住宅

持ち家率

平均床面

　　　　

戸当り人

住宅着工

人口千人

人口千人

住宅平均

注）　世帯数の単位は１０００世帯
出典）データは国立社会保障・人口問題研究所の推計による。URは０５年定期調査

年　　次 世帯数％（実数） 単独 夫婦のみ 夫婦と子 片親と子 その他

2000

2015

2025

UR定期調査

100.0(46,782）
100.0(50,470）
100.0(49,643）
100.0(671）     

27.6
31.7
34.6
31.4

18.9
21.0
24.2
26.7

31.9
26.8
24.2
26.7

7.6
9.2
9.7
7.4

14.0
11.4
10.9
11.1

表4 家族類型別一般世帯数の将来推計
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今
後
は
、「
住
み
や
す
さ
」
や
「
暮
ら
し
易
さ
」
と
い
っ
た
ヒ
ト
と
モ
ノ
の

調
和
的
関
係
が
重
視
さ
れ
よ
う
。
居
住
に
関
連
し
た
生
活
「
サ
ー
ビ
ス
」

が
多
様
化
し
、
そ
の
内
容
は
、
食
・
衣
・
住
・
育
・
遊
な
ど
、
生
活
全
般
に

及
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。 

　
２
０
０
３
年
の
住
宅
セ
ン
サ
ス
の
時
点
で
、
日
本
の
空
き
家
は
６
６
０

万
戸
、
空
き
家
率
は
12
％
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
か
ら
は
、
住

宅
需
要
は
量
的
に
減
退
し
て
い
く
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
住
宅
政
策
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
《
住
宅
減
築
の
時
代
》
が

い
よ
い
よ
や
っ
て
き
た
の
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
都
市
計
画
も
住
宅
政
策

も
ま
っ
た
く
違
っ
た
展
開
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

　
差
し
当
た
り
着
手
す
べ
き
政
策
と
し
て
、
都
市
計
画
分
野
で
は
、
市
街
化

区
域
に
お
け
る
現
状
で
も
大
き
す
ぎ
る
指
定
容
積
率
が
議
論
の
対
象
と
な
り
、

「
ダ
ウ
ン
・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
住
宅
政

策
分
野
で
は
、
マ
ス
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
大
量
供
給
）・
シ
ス
テ
ム
を
、
住
宅
と
生

活
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
確
保
を
内
容
と
す
る
マ
ル
チ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
シ
ス
テ

ム
（
多
品
種
少
量
生
産
）
に
解
体
・
再
編
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

　
高
度
成
長
期
に
長
年
続
い
た
右
肩
上
が
り
の
新
築
需
要
に
応
え
、
１
兆

円
産
業
に
成
長
し
た
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
マ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
は
、「
少
品
種
大
量
生
産
」
の
マ
ス
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を
全

国
的
に
展
開
し
今
日
に
至
っ
た
が
、
住
宅
需
要
構
造
の
大
変
化
を
前
に
し

て
立
ち
往
生
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
巨
大
シ
ス
テ
ム
を
分
解
し
、
ス
モ
ー

ル
ス
ケ
ー
ル
の
マ
ル
チ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
に
再
構
築
す
る
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
が
不
可
避
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。 

      

　
公
共
住
宅
セ
ク
タ
ー
は
、
住
宅
減
築
時
代
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
好

機
と
捉
え
、
今
こ
そ
新
た
な
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
か
つ
て
高

度
成
長
期
に
は
〈
団
地
〉
や
〈
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
〉
の
モ
デ
ル
を
創
り
出
し
、

民
間
の
住
宅
建
設
を
先
導
し
て
き
た
成
果
を
思
い
起
こ
し
、
現
有
の
住

宅
団
地
の
21
世
紀
型
住
宅
地
へ
の
脱
皮
を
大
胆
に
提
起
す
べ
き
時
で
は

な
か
ろ
う
か
。 

　
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
公
共
の
住
宅
団
地
再
生
事
業
と
言
え
ば
、
民
間

の
マ
ス
ハ
ウ
ジ
ン
グ
的
発
想
の
惰
性
に
悪
乗
り
し
、
そ
れ
に
迎
合
し
て
い

る
だ
け
の
よ
う
だ
。
現
状
で
の
団
地
再
生
の
進
め
方
は
、
自
治
体
も
機
構

も
公
社
も
財
政
事
情
が
逼
迫
し
て
い
る
た
め
、
従
前
戸
数
あ
る
い
は
戻
り

入
居
戸
数
の
確
保
を
目
安
に
、

住
宅
の
高
層
化
に
よ
っ
て
余
剰

地
を
生
み
出
し
、
そ
の
用
地
を

売
却
し
て
、
建
て
替
え
事
業
費

に
充
当
し
て
い
く
と
い
う
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
売
却
地

に
は
制
限
容
積
率
い
っ
ぱ
い
の

民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
の
が

一
般
的
で
あ
る
（
表
５
は
、
そ
の

実
例
を
示
し
て
い
る
が
、
Ｅ
事

例
は 

、
Ｄ
事
例
を
建
て
替
え
て

高
層
化
し
た
も
の
で
、
容
積
率

は
ほ
ぼ
倍
に
跳
ね
上
が
っ
て
い

る
）。 

　
こ
の
よ
う
な
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
全
面
建
て

替
え
方
式
は
、
極
め
て
問
題
が

多
い
。
土
地
を
最
大
限
利
用
す

る
住
戸
の
詰
め
込
み
の
た
め
、

団
地
は
、
俄
然
、
過
密
化
し
、
日

照
、
通
風
、
眺
望
な
ど
に
障
害
が

現
れ
る
。
全
居
住
者
は
い
っ
た

ん
地
区
外
仮
移
転
し
な
け
れ
ば

現
状
に
見
る
団
地
再
生
事
業
の
問
題
性 

団地空間構成

総区域面積：m2

住戸数：戸

住棟数：棟

平均敷地面積：m2

平均住戸面積：m2

容積率：％

戸数密度：戸/ha

低層低密

10000
40
40

200
120
48
40

低層高密

8425
54
54

103
115
73
64

中層高密

19506
270

5階6棟
―

45
69

138

中層高密

10708
150

5階5棟
―

73
102
140

高層高密

10667
263

14階3棟
―

73
193
247

団 地 モ デ ル 郊外戸建住宅
Ａ

 まちなか住宅
Ｂ

 公  社
賃貸住宅団地

C

公  社
分譲住宅団地

Ｄ

民  間
高層マンション

Ｅ

表5 実例から見た住宅団地の計画諸元比較
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公
共
住
宅
セ
ク
タ
ー
は
、
住
宅
減
築
時
代
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
好

機
と
捉
え
、
今
こ
そ
新
た
な
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
か
つ
て
高

照

通
風

眺
望
な
ど
に
障
害
が

現
れ
る
。
全
居
住
者
は
い
っ
た

ん
地
区
外
仮
移
転
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
生
活
ロ
ス
は
大
き
く
な
る
し
、
戻
り
入
居
が
保
証
さ
れ

る
と
し
て
も
、
従
前
の
付
き
合
い
関
係
は
ず
た
ず
た
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

築
後
30
年
近
く
培
っ
て
き
た
緑
化
環
境
も
す
べ
て
壊
さ
れ
る
。
こ
の
再
生

方
式
で
は
、
団
地
の
「
持
続
可
能
性
」
が
、
折
角
の
再
生
事
業
で
あ
り
な

が
ら
断
絶
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。 

　
そ
こ
で
改
め
て
、
昭
和
30
年
代
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
公
共
住
宅
団
地

づ
く
り
を
見
直
し
て
み
る
と
、
公
営
、
公
団
、
公
社
の
い
ず
れ
も
共
通
し

て
一
定
の
環
境
水
準
が
し
っ
か
り
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、「
冬
季
４
時
間
日
照
」
が
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
基
因
す

る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
南
北
住
棟
の
間
隔
を
棟
高
の
２
倍
に

保
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
５
階
建
の
住
棟
か
ら
な
る
団
地

で
は
、
表
５
の
Ｃ
モ
デ
ル
が
示
す
よ
う
に
、
容
積
率
は
70
％
前
後
に
収
ま

っ
て
い
た
。
住
宅
需
要
圧
力
が
極
め
て
大
き
い
中
で
、
住
宅
供
給
は
一
戸

で
も
多
く
と
い
う
掛
け
声
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
団
地
づ
く
り

で
は
安
易
な
詰
め
込
み
主
義
に
は
走
ら
ず
、
日
照
、
通
風
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
緑
化
な
ど
が
得
ら
れ
る
環
境
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
大
い
に
評
価
さ

れ
て
よ
い
。 

　
と
こ
ろ
が
今
日
で
は
、
住
宅
需
要
が
減
退
し
て
い
く
状
況
下
に
あ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
団
地
再
生
が
詰
め
込
み
主
義
に
と
ら
わ
れ
、
表
５
で
示
す

な
ら
、
住
宅
減
築
が
可
能
な
状
況
下
で
は
Ｃ
モ
デ
ル
で
十
分
頑
張
れ
る
は

ず
の
も
の
を
、
何
故
、
Ｅ
モ
デ
ル
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
ど
う
考

え
て
も
理
解
に
苦
し
む
。 

      

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
団
地
再
生
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。 

　
そ
の
基
本
は
、
21
世
紀
に
お
い
て
、
住
ま
い
の
《
持
続
可
能
性
》
は
、

《
住
宅
減
築
》
を
基
調
と
し
て
こ
そ
実
現
可
能
に
な
る
こ
と
を
、
ま
ず
し

っ
か
り
認
識
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

　
そ
の
上
で
再
生
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
１
８
０
度
転

換
し
、
次
の
３
点
を
原
則
と
し
て
進
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。 

　
第
１
に
は
、
中
低
層
高
密
の
「
ま
ち
な
か
住
宅
」
へ
の
転
換
を
図
る
。

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
戸
建
住
宅
地
は
、
塀
や
生
け
垣
に
囲

ま
れ
て
い
て
、
人
付
き
合
い
を
遮
断
し
て
い
た
。
ま
た
集
合
住
宅
も
、
戸

建
住
宅
を
た
だ
立
体
的
に
積
み
上
げ
た
だ
け
の
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
人

間
を
育
む
「
大
地
」
や
付
き
合
い
を
育
て
る
「
道
」
と
の
接
点
が
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く

り
で
は
、「
庭
付
き
戸
建
住
宅
」
と
「
集
合
住
宅
」
を
と
も
に
止
揚
す
る
形

式
が
求
め
ら
れ
る
が
、「
ま
ち
な
か
住
宅
」
と
は
次
の
２
つ
の
条
件
に
合

致
す
る
住
宅
で
、
そ
の
狙
い
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
あ
る
。 

①
両
側
町 

　
ヒ
ト
の
付
き
合
い
は
、「
向
こ
う
３
軒
両
隣
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
集
住
の

基
本
は
道
の
両
側
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
一
体
と
な
る
両
側
町
に
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
、「
通
り
」
に
沿
っ
た
街
並
み
形
成

を
目
指
し
つ
つ
進
め
る
。 

②
低
層
高
密
　

　「
通
り
」
の
両
側
は
、
２
層
な
い
し
４
層
の
独
立
ま
た
は
集
合
形
式
で
、

接
地
性
の
あ
る
住
宅
が
高
密
に
並
ぶ
の
を
基
本
と
す
る
。
住
宅
の
専
用
地

域
化
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
住
・
職
・
遊
が
一
体
と
な
っ
た
活
力
あ
る
ま
ち

を
目
指
す
。 

　「
ま
ち
」
を
密
度
構
成
モ
デ
ル
で
示
す
と
、
高
度
成
長
期
の
公
共
団
地

で
は
、
表
５
の
Ｃ
モ
デ
ル
が
標
準
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
Ｂ
モ

デ
ル
に
接
近
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
Ｃ
モ
デ
ル
で
は
、
住
棟
は
街

区
を
基
本
と
す
る
「
面
」
で
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｂ
モ
デ
ル
で

は
「
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
住
戸
数
は
、
再
生
以
前

の
戸
数
以
上
に
は
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。 

　
第
２
に
、
持
続
可
能
な
「
ま
ち
」
へ
の
造
り
替
え
を
目
指
す
。
ス
ク
ラ

ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
方
式
は
と
ら
ず
、
現
住
地
主
義
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
と
す
る
。
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
で
も
っ
て
、
居
住
層
と
の
合
意
を
図
り

住
宅
減
築
時
代
の
住
宅
団
地
再
生
の
イ
メ
ー
ジ 

団地空

総区域

住戸数

住棟数

平均敷

平均住

容積率

戸数密

団 地

表5 実

7 CEL Mar.  2009

CEL用-A3  09.3.26 5:27 PM  ページ 7



:

●     

● 

な
が
ら
、
老
朽
化
し
た
住
棟
を
順
次
「
間
引
く
」
方
式
を
基
本
に
事
業
を

展
開
し
て
い
く
。
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
も
重
視
し
、
住
宅
の
減
築

方
法
と
し
て
は
、
住
棟
の
間
引
き
だ
け
で
な
く
、
５
層
住
宅
の
「
４
層
化
」

や
、
５
階
と
４
階
の
「
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
化
」、「
２
戸
１
化
」、「
３
戸
２
化
」
な

ど
多
様
な
方
法
で
も
っ
て
、
ま
ち
空
間
構
成
の
多
様
化
を
図
る
。
集
合
棟

間
へ
導
入
す
る
「
ま
ち
な
か
住
宅
」
は
木
造
戸
建
住
宅
で
あ
っ
て
よ
い
。

そ
の
建
築
に
は
、
地
域
ビ
ル
ダ
ー
の
積
極
的
参
入
が
求
め
ら
れ
る
。
団
地

全
体
の
土
地
は
切
り
売
り
せ
ず
、
木
造
分
譲
住
宅
な
ど
の
供
給
に
お
い
て

は
、
住
宅
需
要
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
定
期
借
地
権
方
式
を
採

用
し
、
土
地
利
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
図
る
。 

　
第
３
に
、
居
住
者
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
化
を
積
極
的
に
促
し
、

老
・
壮
・
青
・
幼
の
世
代
間
交
流
が
活
発
に
進
め
ら
れ
る
居
住
地
を
目
指

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
元
は
公
共
団
地
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
事
業
主
体

に
は
民
間
の
参
入
を
拒
ま
ず
、
テ
ニ
ュ
ア
（
住
宅
所
有
形
態
）
に
つ
い
て

も
持
ち
家
と
借
家
の
混
合
化
を
進
め
、
多
様
な
階
層
が
共
生
す
る
よ
う
に

す
る
。
専
用
住
宅
の
併
用
住
宅
へ
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
適
宜
進
め
る
と

と
も
に
、
社
会
福
祉
・
保
健
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
小
規
模
多
機
能
施
設

の
導
入
も
進
め
る
。 

　
再
生
事
業
全
体
は
、
ラ
フ
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
住

民
に
開
示
し
つ
つ
展
開
し
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
に
固
執
し
な
い
で
、
事
業
過
程
に
お
い
て
状
況
の
推
移
を
見
極
め
つ

つ
、
住
ま
い
手
や
生
産
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込

み
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、《
地
域
力
》
を
潜
在
さ
せ
た
ま

ち
が
育
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。 

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
複
合
的
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、
従
来
の
公
共

住
宅
団
地
の
物
理
的
心
理
的
障
壁
が
と
れ
、
周
辺
住
宅
地
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
大
き
な
方
向

と
し
て
は
、「
住
宅
団
地
」
の
「
ま
ち
な
か
住
宅
地
」
へ
の
転
換
が
緩
や
か

に
進
む
と
と
も
に
、
脱
ク
ル
マ
社
会
化
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
生
じ
、
マ
ス
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
「
駅
勢
圏
」
へ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
包
摂
が
起
こ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。 

 

　 

   

　
少
子
化
の
克
服
が
、
21
世
紀
に
お
け
る
国
家
的
課
題
で
あ
る
の
は
自

明
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
２
０
０
６

年
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
２
・
０
を
超
え
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
た
が
、

そ
の
実
現
に
は
、
家
族
給
付
は
じ
め
、
出
産
・
育
児
期
間
の
休
業
保
障
や

所
得
保
障
な
ど
多
様
な
系
統
的
施
策
が
重
層
的
に
寄
与
し
て
お
り
、
ま
さ

に
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
の
成
果
と
理
解
さ
れ
る
。 

　
日
本
は
、
目
下
、
足
元
に
火
が
つ
い
て
い
る
高
齢
化
対
策
の
実
施
に
追

わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、
さ
り
と
て
少
子
化
対
策
の
効
果
は
、
10
年
、

20
年
後
に
顕
れ
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
先
延
ば
し
を
許
さ
れ
な
い
。「
隗

よ
り
始
め
よ
」
で
、
住
宅
政
策
レ
ベ
ル
で
も
何
を
き
っ
か
け
に
ど
う
進
め

る
か
、
真
剣
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。 

　
そ
こ
で
改
め
て
、
出
産
・
育
児
の
政
策
は
何
か
と
問
う
と
、
そ
れ
は
、

《
生
活
様
式
》
の
選
択
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
住
宅
政
策
の
次
元
で
捉
え

直
す
な
ら
ば
、
出
産
・
育
児
・
教
育
に
か
か
わ
る
《
生
活
圏
》
を
用
意
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
に
お
い
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

の
が
、
最
低
限
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
る
「
公
共
住
宅
団

地
」
で
あ
る
。
典
型
住
宅
団
地
を
選
ん
で
社
会
実
験
を
行
う
こ
と
の
意
義

は
大
き
く
、
成
果
も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
住
宅
政
策
に
お

け
る
国
家
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
子
育
て
支
援
を
核
と
す
る
モ
デ
ル
団

地
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。 

　
そ
こ
で
、
子
育
て
支
援
団
地
の
創
出
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
シ
ナ
リ

オ
構
成
か
ら
な
る
、
一
つ
の
雛
型
を
提
起
し
て
み
た
い
。 

①
子
育
て
支
援
団
地
の
選
定
と
「
特
区
」
と
し
て
の
位
置
づ
け 

子
育
て
環
境
を
整
え
る
に
は
、
一
定
規
模
の
住
戸
の
集
合
が
必
要
で
あ

り
、
大
き
さ
と
し
て
は
、
最
低
、
小
学
校
と
中
学
校
を
１
校
ず
つ
持
つ

団
地
規
模
が
適
当
で
あ
る
。
対
象
団
地
は
、
優
先
的
集
中
的
に
子
育
て

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
子
育
て
団
地
再
生 
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大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
、
前
福
山
市
立
女
子
短
期
大
学
学
長
、
現
代
ハ
ウ
ジ
ン
グ

研
究
室
主
宰
。
前
大
阪
府
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
会
長
、
全
国
コ
ー
プ
住
宅
推
進
協
議

会
副
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。
専
門
は
住
宅
計
画
学
、
住
宅
政
策
。
1
9
8
0
年
日
本

建
築
学
会
論
文
賞
、
2
0
0
0
年
都
市
住
宅
学
会
論
説
賞
受
賞
。
主
な
著
書
は
、

『
住
宅
供
給
計
画
論
』（
勁
草
書
房
）、『
現
代
の
住
ま
い
』（
編
著
、
光
生
館
）、『
現
代

住
ま
い
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
編
著
、
学
芸
出
版
社
）、『
マ
ル
チ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
論
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
２１
世
紀
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
』（
ド
メ
ス
出
版
）
な
ど
。 

◎
住
田
　

昌
二
（
す
み
た
・
し
ょ
う
じ
） 

●     

● 

に
進
む
と
と
も
に

脱
ク
ル
マ
社
会
化
の
ア
ク
シ

ン
が
生
じ

マ
ス

ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
「
駅
勢
圏
」
へ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
包
摂
が
起
こ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。 

子
育
て
環
境
を
整
え
る
に
は

一
定
規
模
の
住
戸
の
集
合
が
必
要
で
あ

り
、
大
き
さ
と
し
て
は
、
最
低
、
小
学
校
と
中
学
校
を
１
校
ず
つ
持
つ

団
地
規
模
が
適
当
で
あ
る
。
対
象
団
地
は
、
優
先
的
集
中
的
に
子
育
て

支
援
施
策
が
行
え
る
よ
う
、
府
県
と
当
該
市
町
村
の
合
意
に
よ
っ
て
、

行
政
的
「
特
区
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
。 

②
子
育
て
支
援
の
目
的 

（
１
）
共
働
き
夫
婦
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
支
援
す

る
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、（
２
）
専
業
主
婦
の
子
育
て
と
地
域
に
お

け
る
相
互
交
流
を
支
援
す
る
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、（
３
）
子
育
て

の
集
約
と
し
て
の
充
実
し
た
教
育
（
と
く
に
義
務
教
育
）
の
場
の
提
供
。 

③
団
地
再
生
の
進
め
方 

住
棟
の
建
て
替
え
は
、
10
年
か
ら
15
年
で
団
地
を
一
巡
す
る
よ
う
に

す
る
。
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
適
宜
実
施
し
、
そ
の
住
宅
は
主
と
し

て
高
齢
層
の
住
み
替
え
に
充
て
る
。
建
て
替
え
住
宅
は
、
子
育
て
層
向

け
と
し
、
公
共
賃
貸
住
宅
と
分
譲
住
宅
を
ブ
ロ
ッ
ク
な
い
し
ス
ト
リ
ー

ト
的
に
多
様
に
混
在
さ
せ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
の
効
果
が
期
待

で
き
る
よ
う
供
給
す
る
。 

④
子
育
て
層
向
け
優
遇
家
賃
制
度 

若
年
で
家
賃
負
担
の
厳
し
い
子
育
て
世
帯
向
け
に
、
設
定
家
賃
に
段
階

的
に
収
斂
し
て
い
く
家
賃
制
度
を
行
う
。
ま
た
３
子
以
上
の
多
子
世
帯

が
規
模
の
大
き
い
住
戸
に
割
安
で
入
居
で
き
る
優
遇
家
賃
制
度
を
実
施

す
る
。 

⑤
子
育
て
施
設
の
配
置

新
規
来
住
の
子
育
て
層
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
、
十
分
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
の
あ
る
保
育
所
を
配
置
す
る
。
ま
た
専
業
主
婦
が
団
地
に

お
け
る
育
児
学
習
か
ら
は
じ
ま
る
相
互
交
流
が
、
団
地
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
活
動
に
発
展
し
て
い
く
拠
点
と
し
て
の
専
用
の
キ
ッ
ズ
・
ル

ー
ム
の
配
置
を
、
居
住
層
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
進
め
て
い
く
。 

⑥
小
・
中
一
貫
校
の
設
置 

団
地
が
立
地
す
る
市
町
村
自
治
体
は
、
小
・
中
一
貫
校
を
設
置
し
、
全

義
務
教
育
課
程
を
通
じ
た
系
統
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
案
出
・
実
施
す
る

と
と
も
に
、
小
・
中
合
体
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
充
実
し

た
設
備
な
ど
を
配
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
教
育
を
進
め
、
再

生
団
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
。
こ
の
学
校
に
は
、
学
童
保
育
シ
ス

テ
ム
を
附
置
す
る
。 

⑦
戸
外
環
境
の
整
備

子
育
て
期
間
に
あ
る
子
ど
も
の
戸
外
生
活
が
安
全
・
快
適
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
緑
化
環
境
を
整
え
る
。
親
子
が
と
も
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
、
小
運
動
場
な
ど
の
施
設
を
配
置
し
、
団
地
周
辺
居
住
者
に
も
開

放
す
る
。 
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